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翻
刻

三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
蔵

『
為
和
秘
抄
』
所
収
古
今
注

舘

野

文

昭

は
じ
め
に

三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
所
蔵
の
『
為
和
秘
抄
』
は
、
冷
泉

為
和
撰
『
題
会
之
庭
訓
』
と
為
和
改
編
本
『
和
歌
会
次
第
』、
そ
し
て
佚

名
の
『
古
今
集
』
注
釈
書
（
以
下
、「
古
今
注
」
と
略
称
す
る
）
を
合
写

す
る
写
本
で
あ
る
。
こ
の
三
番
目
に
書
写
さ
れ
る
古
今
注
は
、
慶
應
義
塾

大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
古
今
集
注
釈
書
伝
本
書
目
』（
勉
誠
出

版
、
二
〇
〇
七
）
に
も
未
載
の
も
の
で
あ
り
、『
為
和
秘
抄
』
に
触
れ
た

先
行

１
）

研
究
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、

２
）

別
稿
で
検
討
し
た
と
お
り
、『
為
和
秘
抄
』
所
収
の
古
今
注

（
以
下
「
本
古
今
注
」
と
呼
ぶ
）
は
、
室
町
期
冷
泉
家
・
冷
泉
流
の
古
今

説
を
考
え
る
上
で
の
、
貴
重
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
そ
の
全
文

を
翻
刻
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

猶
、
本
古
今
注
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
詳

細
は
別
稿
に
譲
り
、
本
稿
で
は
必
要
最
低
限
の
再
説
と
補
足
を
行
う
。

一
、
三
康
図
書
館
蔵
『
為
和
秘
抄
』
書
誌

ま
ず
、
本
古
今
注
を
収
載
す
る
三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
蔵

『
為
和
秘
抄
』（
函
架
番
号
５
・
１
２
３
３
）
に
つ
い
て
述
べ
る
。

装
丁
は
袋
綴
装
、
一
冊
。
五
針
眼
。
江
戸
時
代
前
中
期
頃
の
書
写
と
見

ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
①
〔
題
会
之
庭
訓
〕
②
〔
為
和
改
編

本
〕『
和
歌
会
次
第
』
③
〔
佚
名
古
今
注
〕
の
三
書
目
を
合
写
す
る
。

表
紙
は
原
装
斜
方
格
子
渋
引
表
紙
（
二
十
三
・
〇
×
十
七
・
四
糎
）。

外
題
は
表
紙
左
肩
に
「
為
和
秘
抄
」（
本
文
と
別
筆
）
と
打
付
墨
書
さ

れ
る
。
こ
の
題
は
こ
の
本
に
元
々
存
し
た
も
の
で
は
な
く
、
享
受
者
が
、

奥
書
等
を
参
考
に
し
て
付
け
た
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
内
題
は
、
①

ナ
シ
、
②
「
和
歌
会
次
第
夜
儀

家
説

」、
③
ナ
シ
。

遊
紙
は
前
後
各
一
丁
。
料
紙
は
楮
紙
。
毎
半
葉
十
行
。
字
面
高
さ
は
①

本
文
（「
一
」
を
含
ま
ず
）
約
十
八
・
四
糎
、
②
本
文
約
十
七
・
三
糎

（
項
目
名
は
本
文
よ
り
約
二
字
上
げ
）、
③
本
文
（「
一
」
を
含
ま
ず
）
約

十
八
・
七
糎
。

墨
付
丁
数
は
全
三
十
四
丁
で
、
三
書
目
の
内
訳
は
、
１
丁
オ
〜
12
丁
ウ

ま
で
が
①
、
13
丁
オ
〜
19
丁
ウ
ま
で
が
②
、
そ
し
て
20
丁
オ
〜
34
丁
ウ
が

③
と
な
っ
て
い
る
。

１
丁
オ
に
、「
柳
原
庫
」（
朱
・
陰
刻
・
長
方
・
子
持
枠
・
篆
）、「
大

橋
／
圖
書
／
館
印
」（
朱
・
陽
刻
・
方
・
単
枠
・
篆
）、「
安
田
家
寄
附
特
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別
図
書
」（
朱
・
陽
刻
・
長
方
・
子
持
枠
・
隷
）、「
原
／
田
」（
朱
・
陰

刻
・
方
・
単
枠
・
篆
）
の
三
種
の
印
記
が
存
す
る
。
三
康
図
書
館
に
は
柳

原
家
旧
蔵
の
古
典
籍
（
主
に
歌
書
）
を
多
く
収
蔵
す
る
が
、
本
書
は
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

奥
書
は
、
①
「
如
何
様
与
風
罷
下
以
拝
顔
猶
々
御
不
審
／
之
儀
可
申
候

披
講
博
士
は
去
年
注
進
之
間
／
只
今
注
不
進
候
／
為
和
／
藤
澤

御
同
宿
中
」

（
本
奥
書
）、
②
「
此
一
巻
乍
斟
酌
御
懇
望
之
間
以
庭
訓
／
之
旨
奥
注
進

候
家
明
鏡
深
可
被
禁
／
外
見
者
也
／
右
衛
門
督
為
和
（
花
押
）／
藤
澤

御
同

宿
中
」（
本
奥
書
）
と
あ
る
。
③
に
は
奥
書
は
無
い
。
①
②
に
つ
い
て
は
、

同
様
の
奥
書
を
持
つ
為
和
自
筆
本
が
遊
行
寺
に
現
存
し
、
既
に
川
平
ひ
と

し
氏
に
よ
り
翻
刻
紹
介
が
為
さ
れ
て
い
る

３
）

の
で
、
本
稿
で
は
、
③
の
み
を

翻
刻
す
る
。二

、
本
古
今
注
に
つ
い
て

は
じ
め
に
述
べ
た
通
り
、
本
古
今
注
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
考
察
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
要
点
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
古
今
注
は
、
序
注
の
「
煙
た
ゝ
ず
」
の
不
立
説
や
「
な
ら
の
御
時
」

の
聖
武
説
を
見
れ
ば
容
易
に
判
る
通
り
、
冷
泉
流
の
立
場
で
な
さ
れ
た
注

で
あ
る
。
室
町
後
期
〜
近
世
初
期
頃
の
冷
泉
家
説
を
含
ん
で
お
り
、
宗
匠

家
と
無
縁
に
生
成
し
た
注
で
は
無
く
て
、
為
広
（
一
四
五
〇
〜
一
五
二

六
）
以
後
の
冷
泉
家
に
お
い
て
実
際
行
わ
れ
て
い
た
注
説
が
核
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
本
古
今
注
の
全
て
の
注
説
が
宗

匠
家
説
と
い
う
訳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
冷
泉
家
当
主
の
注
説
を
伝
授

さ
れ
た
者
が
、
そ
の
説
を
中
心
と
し
て
、
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
た
説
を
も

併
せ
て
ま
と
め
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
冷
泉
為
和
（
為
広

男
、
一
四
八
六
〜
一
五
四
九
）
の
著
作
と
合
写
さ
れ
て
伝
わ
る
こ
と
等
を

勘
案
す
れ
ば
、
核
と
な
っ
て
い
る
の
は
為
和
の
伝
授
し
た
注
説
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
冷
泉
家
説
を
伝
え
る
古
今
注
は
少
な

く
、
本
古
今
注
が
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

以
下
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
別
稿
に
て
検
討
で
き
な
か
っ
た
点
に
つ

き
、
補
足
を
加
え
た
い
。

三
、
清
濁
・
読
み
癖
を
主
眼
と
す
る
注

本
古
今
注
は
清
濁
・
読
み
癖
注
記
に
主
眼
を
置
い
た
注
で
あ
る
。
こ
う

し
た
注
釈
の
方
法
は
、
古
く
か
ら
重
要
視
さ
れ
た
も
の
で

４
）

あ
る
。
中
世
期

に
成
立
し
た
古
今
注
を
見
る
に
、
清
濁
、
読
み
癖
注
記
を
核
と
す
る
注
は

決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
無
い
。
尭
恵
（
一
四
三
〇
〜
）
の
『
古
今
声
句

相
伝
聞
書
』
や
細
川
幽
斎
（
一
五
三
四
〜
一
六
一
〇
）『
古
今
清
濁
口
訣
』

等
が
こ
れ
で
あ
る
。
尭
恵
は
、
二
条
為
世
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
頓
阿

の
曾
孫
で
あ
る
尭
孝
よ
り
常
光
院
流
の
歌
学
を
継
承
し
た
歌
人
で
あ
る
。

ま
た
幽
斎
は
三
条
西
実
枝
（
実
隆
孫
）
か
ら
二
条
流
の
古
今
伝
授
を
受
け

て
い
る
。
今
挙
げ
た
二
書
は
、
い
ず
れ
も
汎
二
条
流
の
歌
学
書
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
特
に
『
古
今
声
句
相
伝
聞
書
』
は
本
古
今
注
に
先
行
す
る
、

清
濁
・
読
み
癖
注
を
中
心
と
す
る
古
今
注
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
う
す

る
と
、
本
古
今
注
が
『
古
今
声
句
相
伝
聞
書
』
の
影
響
下
に
成
っ
て
い
る

可
能
性
も
生
じ
る
。
本
古
今
注
と
、
同
類
の
方
法
を
取
る
二
条
流
の
古
今

注
と
の
間
に
は
、
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
検
討
し
て
み
た

い
。
本
古
今
注
・『
古
今
声
句
相
伝

５
）

聞
書
』・『
古
今
清
濁

６
）

口
訣
』
の
三
種

の
古
今
注
の
、
巻
第
一
部
分
に
つ
い
て
、
被
注
語
及
び
清
濁
注
の
施
さ
れ

る
ポ
イ
ン
ト
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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【
巻
第
一
被
注
部
】

『
為
和
秘
抄
』
所
収
古
今
注

古
今
声
句
相
伝
聞
書

古
今
集
清
濁
口
訣

２
袖
ひ
ち
て

３
春
霞

３
は
る
か
す
み

３
い
つ
こ

６
花
と
や
見
ら
む

７
ふ
か
く
そ
め
て
し

７
さ
き
の
お
ほ
き
お

ほ
い

８
み
や
す
ん
と
こ
ろ

８
春
宮
の
御
息
所

８
正
月
三
日

８
給
け
る

９
こ
と
な
お

９
言
直

12
き
さ
い
の
み
や

14
棟
梁

15
も
の
う
か
る
ね
に

25
わ
か
せ
こ

26
春
し
も
そ

29
た
つ
き
も
し
ら
ぬ

29
を
ち
こ
ち
の
た
つ
き
も

30
し
ら
く
も

30
凡
河
内
躬
恒

33
梅
そ
も

34
や
と
ち
か
く
梅
の
花
う

へ
し

36
東
三
条
の
左
の
お
ほ
い

ま
う
ち
君

39
く
ら
ふ
山

39
く
ら
ふ
山

39
く
ら
ふ
山

43
水
の
ほ
と
り
に
梅
花
さ

け
り
け
る
を
よ
め
る

43
春
こ
と
に
…

44
年
を
へ
て
…

46
梅
か
ゝ
を
袖
に
う
つ
し

て
と
ゝ
め
て
は

53
た
へ
て
桜
の

56
は
な
さ
か
り
に

56
み
わ
た
せ
は
柳
さ
く
ら

を
こ
き
ま
せ
て

57
お
な
し
昔
に
さ
く

ら
め
と

57
色
も
香
も
お
な
し
昔
に

58
誰
し
か
も
と
め
て

58
た
れ
し
か
も
と
め
て
お

り
つ
る
春
か
す
み

61
弥
生
に
う
る
ふ
月
有
り

け
り

63
き
え
す
は
あ
り
と
も
花

と
見
ま
し
や

65
い
さ
宿
か
り
て
ち
る
ま

て
は
み
ん

68
亭
子
院

68
停
子
院
の
哥
会
の
時
よ

め
る

※
本
古
今
注
及
び
『
古
今
集
清
濁
口
訣
』
で
清
濁
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

所
に
傍
線
を
付
し
た
。『
古
今
声
句
相
伝
聞
書
』
の
声
点
は
清
濁
と
関

わ
ら
な
い
部
分
に
も
施
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
声
点
の
施
さ
れ
る

字
、
及
び
清
濁
注
記
の
存
す
る
文
字
に
傍
線
を
付
し
た
。

※
『
古
今
声
句
相
伝
聞
書
』
は
掲
出
本
文
を
新
編
国
歌
大
観
番
号
順
に
並

べ
変
え
た
。

※
『
古
今
声
句
相
伝
聞
書
』
に
は
「
第
二
篇
」
と
称
す
る
語
注
部
分
が
存

す
る
が
、
省
略
し
た
。「
第
二
篇
」
巻
第
一
注
で
古
今
注
と
関
わ
る
の
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は
二
九
番
歌
「
た
つ
き
」（
声
点
は
ナ
シ
）
の
み
。

『
古
今
集
』
に
お
い
て
、
清
濁
・
読
み
癖
が
問
題
と
な
る
部
分
は
あ
る

程
度
限
定
さ
れ
る
の
で
、
被
注
語
が
重
な
っ
て
し
ま
う
の
は
必
然
と
言
え

る
。
そ
う
し
た
事
情
を
差
し
引
い
て
右
の
比
較
を
見
る
と
、
本
古
今
注
と

他
の
二
書
と
の
間
に
は
、
特
に
関
連
性
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
例

え
ば
、
本
古
今
注
の
注
釈
者
が
『
古
今
声
句
相
伝
聞
書
』
を
見
て
い
た
の

な
ら
ば
、
も
っ
と
多
く
の
語
に
注
を
付
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
巻
第
一

の
み
の
比
較
で
あ
る
が
、
影
響
関
係
は
特
に
無
い
と
断
じ
て
良
さ
そ
う
で

あ
る
。
本
古
今
注
は
、
二
条
流
の
既
存
の
古
今
注
と
は
無
関
係
に
し
て
成

立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
古
今
注
が
二
条
流
の
書
に
影
響
を
与

え
た
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
も
無
さ
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
他
、
調
査
の
限
り
、
本
古
今
注
と
直
接
の
影
響
関
係
を
指
摘
で
き

る
古
今
注
は
確
認
出
来
て
い
な
い
の
で
、
本
古
今
注
の
独
自
性
は
高
い
と

言
え
る
。

四
、
為
和
関
連
古
今
伝
授
資
料
と
の
比
較
の
意
義

先
述
の
通
り
、
本
古
今
注
の
注
説
は
冷
泉
家
説
と
そ
う
で
な
い
説
と
の

両
方
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
本
古
今
注
は
、
冷
泉
為
和
の
伝
授
を
受
け
た

者
が
、
為
和
よ
り
伝
え
ら
れ
た
冷
泉
家
説
を
核
と
し
て
、
周
辺
で
行
わ
れ

て
い
る
説
を
併
せ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
一
番
無
理
が

無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
本
古
今
注
の
生
成
に
為
和
の
注
説
が

関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
確
実
な
証
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、

本
古
今
注
と
為
和
撰
述
の
古
今
注
の
比
較
を
行
う
の
が
望
ま
し
い
と
言
え

る
。
本
古
今
注
の
冷
泉
家
説
が
為
和
に
よ
る
説
で
あ
る
と
い
う
推
測
が
妥

当
か
ど
う
か
の
判
断
や
、
さ
ら
に
冷
泉
家
説
と
非
冷
泉
家
説
と
の
弁
別
の

手
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

残
念
な
こ
と
に
、
冷
泉
為
和
が
確
実
に
記
し
た
古
今
注
と
い
う
も
の
は

確
認
出
来
な
い
。
た
だ
、
為
和
の
古
今
伝
授
説
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、

川
平
ひ
と
し
氏
が
紹
介
す
る
古
今
伝
授
資
料
が

７
）

あ
る
。
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
蔵
正
親
町
家
本
『
冷
泉
家
切
紙
』（
正
親
町
家
本
12
｜
1
・
１
〜
23
）

は
、「
為
和
か
ら
仏
天
を
中
心
と
す
る
時
宗
の
和
歌
好
士
に
相
伝
さ
れ
た

切
紙
十
五
通
を
中
核
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
付
属
す
る
か
関
連
す
る
か
し
て

い
た
切
紙
の
つ
け
加
わ
っ
た
も
の
」
で
あ
る
が
、
こ
の
切
紙
の
内
、
為
和

の
署
名
が
あ
る
も
の
は
、
為
和
の
所
為
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
資
料
は
、
本
古
今
注
の
考
察
に
資
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

少
し
考
え
て
み
た
い
。

古
今
伝
授
の
三
木
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
を
が
た
ま
の
木
」（
四
三
一
番

歌
詞
書
）
説
を
見
て
み
た
い
。
ま
ず
、
本
古
今
注
の
「
を
が
た
ま
の
木
」

注
は
次
の
通
り
。

一
、
ヲ
カ清

）タ
マ
ノ
木

二
条
家
ニ
ハ
、

濁
）
カ
。
朽
木
ノ
説
モ
有
。
年
木

ト
モ
、
又
柳
ト
モ
、
皆
異
説
也
。
ヲ
タ
マ
木
用
之
。（
以
下
は
和
歌

本
文
の
注
な
の
で
省
略
）

こ
の
木
に
つ
い
て
諸
説
を
挙
げ
、「
皆
異
説
也
」
と
否
定
し
た
上
で
、

「
ヲ
タ
マ
木
」
説
を
採
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
「
ヲ
タ
マ
木
」
説
は
、

木
名
の
つ
ゝ
き
に
か
き
な
ら
へ
た
れ
は
、
う
た
か
ひ
な
き
木
の
名
と

み
ゆ
。
さ
れ
と
ち
か
き
世
に
さ
る
木
あ
り
と
い
ふ
人
な
し
。
古
哥
と

てお
く
山
に
た
つ
を
た
ま
木
の
ゆ
ふ
た
す
き
か
け
て
お
も
は
ぬ
時
の
ま

そ
な
き
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こ
の
哥
ふ
る
く
き
こ
ゆ
る
。
も
し
字
ひ
と
つ
を
略
し
て
い
へ
る
に

や
。（『
僻

８
）

案
抄
』）

と
い
う
定
家
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
初
期
の

冷
泉
家
説
を
伝
え
る
『
良
恕
親
王
注
』（
曼
殊
院
蔵
『
古

９
）

今
抄
』）
も
『
僻

案
抄
』
の
説
を
そ
の
ま
ま
引
い
て
い
る
。
ま
た
、
広
島
大
学
蔵
伝
冷
泉
為

和
筆
『
古
今
聞
書
』
の
行
間

10
）

書
入
は
、
為
和
の
伝
授
を
受
け
た
者
の
所
為

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
も
、「
家
に
昔
よ
り
是
を
し
ら

ず
。
狭
衣
に
た
つ
を
た
ま
き
な
ど
云
体
の
事
を
略
し
た
る
や
ら
ん
と
中定

納家

言卿

入
道
殿
も
被
仰
」
と
『
僻
案
抄
』
を
踏
ま
え
た
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
が

冷
泉
家
に
お
け
る
正
説
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
、
正
親
町
家
本
『
冷
泉
家
切
紙
』
を
見
る
と
、
次
の
二
通
の
切
紙

に
お
い
て
、「
を
か
た
ま
の
木
」
に
関
す
る
秘
説
が
見
ら
れ
る
。

○
正
親
町
家
本
『
冷
泉
家
切
紙
』

（「
為
和
」
と
署
名
あ
り
）

一
ヲ
カ
玉
ノ
木

家
々
説
マ
チ
〳
〵
也
。
更
以
不
知
正

義
。
或
哥
ニ
云
ク
、

玉
柏
ヲ
カ
タ
マ
ノ
木
ノ
カ
ヽ
ミ
葉
ニ

神
ノ
ヒ
モ
ロ
キ
ソ
ナ
ヘ
ツ
ル
カ
ナ

柏
ノ
葉
ハ
丸
ケ
レ
ハ
鏡
葉
ト
イ
ヘ
リ
ト

云
々
。
用
此
儀

家
ノ
伝
云
、
帝
御
即
位
ノ
時
ミ
カ
サ

山
ノ
松
ノ
枝
ヲ
ト
リ
テ
、
長
三
寸
、
マ
ハ
リ
五

一
ヲ
カ
玉
ノ
木
ト
申
ハ
カ
タ
ノ
ヽ
ミ
カ
リ
ニ
鳥
ヲ

寸
ニ
ケ
ツ
リ
、
御
守
ヲ
山
ニ
奉
書
テ
以
朱

付
テ
奉
ル
、
ト
シ
ハ
ト
云
木
コ
レ
也
。

カ
ケ
サ
セ
マ
イ
ラ
セ
テ
、
御
即
位
過
テ
後
、

尚
以
秘
ス
ヘ
シ
。
右
ハ
小
書
ニ
コ
レ
ヲ
ノ
コ
ス
。

彼
御
守
ヲ
種
々
タ
カ
ラ
物
ニ
ソ
ヘ
テ
、
サ
テ

三
ノ
内
イ
ツ
レ
モ
其
ノ
証
ナ
キ
ニ
非
ス
。

帝
ノ
生
気
ノ
方
ノ
土
ニ
埋
之
也
。
此
木

コ
レ
ヲ
オ
モ
ヘ
、
次
第
〳
〵
ニ
奥
ヲ
本
ヽ
ス
。

ヲ
ハ
御
賀
玉
ノ
木
ト
云
候
。
一
子
也
ト
モ
非
其

器
不
可
伝
之
者
也
。

○
正
親
町
家
本
『
冷
泉
家
切
紙
』

（「
為
和
」
と
署
名
あ
り
）

一
、
を
か
た
ま
の
木

春
日
山
ノ
木
也
。

諸
々
の
状
況
か
ら
、
こ
こ
に
掲
げ
た

と

は
一
連
の
切
紙
と
考
え
ら

れ
る
が
、

と

と
で
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
、
切
紙
伝
授
に
際
し
て
は
、
同
じ
人
物
が
状
況
に
応
じ
て
別
の
説
を

述
べ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
る
の
だ
が
、
共
に
冷
泉
家
説
と
考

え
ら
れ
る
本
古
今
注
の
説
と
異
な
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
や
は
り
切
紙
で
伝
授
す
る
説
は
あ
く
ま
で
秘
伝
で
、

通
常
の
注
説
と
は
別
次
元
の
も
の
と
考
え
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
本

古
今
注
が
伝
え
る
冷
泉
家
説
は
、
切
紙
で
の
伝
授
に
至
る
前
の
、
初
歩
的

な
段
階
の
説
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
資
料
は
、

本
古
今
注
と
為
和
説
の
関
係
の
検
証
に
も
、
冷
泉
家
説
の
弁
別
に
も
、
あ

ま
り
役
に
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。

猶
、
本
古
今
注
の
核
と
な
っ
て
い
る
説
を
為
和
説
と
想
定
し
た
先
の
推

測
が
正
し
け
れ
ば
、
本
古
今
注
の
注
釈
者
は
、
為
和
か
ら
、『
題
会
之
庭

訓
』
な
ら
び
に
（
為
和
改
編
本
）『
和
歌
会
次
第
』
の
伝
授
ま
で
は
受
け

た
が
、
切
紙
伝
授
を
受
け
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
者
と
思
量
さ
れ

る
。
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五
、
九
六
一
番
歌
「
ひ
な
」
の
注
を
め
ぐ
っ
て

本
古
今
注
の
特
徴
的
な
注
と
し
て
、
九
六
一
番
歌
の
注
に
つ
い
て
見
て

み
た
い
。
本
古
今
注
の
注
説
を
見
る
前
に
、
ま
ず
『
古
今
集
』
9
番
歌
の

「
ひ
な
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
説
と
し
て
『
顕
注

11
）

密
勘
』
を

引
用
す
る
。

顕
昭
注
）
ひ
な
の
わ
か
れ
と
は
、
ひ
な
と
は
ゐ
中
を
云
也
。
ひ
な

の
わ
か
れ
に
お
と
ろ
へ
て
と
云
は
、
ひ
さ
し
く
ゐ
中
に
こ
も
り
ゐ
て

と
云
也
。
万
葉
に
は
夷
と
書
て
ひ
な
と
よ
め
り
。
花
夷
と
か
き
て

は
、
花
を
み
や
こ
と
よ
め
は
、
夷
を
ゐ
中
と
は
い
は
れ
た
り
。
さ
れ

と
ま
ち
か
く
く
に
を
ひ
な
と
よ
め
る
哥
は
こ
ゝ
ろ
え
す
。
…

後
略
）

定
家
密
勘
）
ゐ
中
を
夷
と
云
、
華
夷
之
心
可
然
。
万
葉

お
ほ
き

み
の
み
こ
と
か
し
こ
み
あ
ま
さ
か
る
ひ
な
を
さ
め
に
と

さ
）

あ
ま
と
り
の

あ
さ
た
ち
し
つ
ゝ
、
と
を
き
国
を
い
は
ん
事
、
有
其
謂

。

『
顕
注
密
勘
』
は
六
条
藤
家
の
顕
昭
の
注
に
定
家
が
勘
注
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
が
、
定
家
が
関
わ
っ
た
古
今
注
と
し
て
、
後
世
強
い
影
響
力
を

持
つ
よ
う
に
な
る
。
当
該
歌
の
「
ひ
な
」
と
い
う
語
に
関
し
て
、
顕
昭
が

「
ひ
な
と
は
ゐ
中
を
云
」
と
し
て
、「
万
葉
に
は
「
夷
」
と
書
て
ひ
な
と

よ
め
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
定
家
も
そ
れ
に
賛
意
を
示
し
、「
ゐ
中
を
夷

と
云
、
華
夷
の
心
然
る
べ
し
」
と
補
足
し
て
い
る
。「
ひ
な
」
と
い
う
語

の
解
釈
、
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
こ
の
注
で
問
題
無
く
、
こ
れ
以
上
別

の
説
を
挙
げ
る
必
要
は
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
に
以
後
の
古
今
注

も
「
ひ
な
」
は
「
夷
」
で
「
田
舎
」
の
こ
と
と
す
る
の
が
一
般
的
な
説
と

な
っ
て
い
る
。
せ
い
ぜ
い
「
鄙
」
と
い
う
漢
字
表
記
が
言
及
さ
れ
る
程
度

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
本
古
今
注
が
こ
の
「
ひ
な
」
と
い
う
語
を
ど
の
よ
う
に
注

釈
し
て
い
る
か
、
確
認
し
て
み
よ
う
。

思
ヒ
キ
ヤ
ヒ
ナ
ノ
別
ニ
衰
ヘ
テ
ア
マ
ノ
ナ
ハ
タ
キ
イ
サ
リ
セ
ン
ト
ハ

ヒ
ナ
ハ
日
無
ト
書
。
天
子
ノ
ト
ヲ
キ
心
也
。
ア
マ
ノ
ナ
ハ
タ
キ
ト

ハ
、
ナ
ハ
タ
ク
ル
義
也
。

全
く
別
の
説
で
、「
夷
」
で
も
「
鄙
」
で
も
な
く
「
日
無
」
と
書
き

「
天
子
ノ
ト
ヲ
キ
心
」
で
あ
る
と
す
る
。
あ
ま
り
見
慣
れ
な
い
説
で
あ
る

が
、「
ひ
な
」
に
「
日
無
」
と
い
う
漢
字
を
無
理
矢
理
に
当
て
、
強
引
に

解
釈
す
る
か
の
よ
う
な
説
で
、
と
て
も
定
家
の
子
孫
で
あ
る
宗
匠
家
の
当

主
ら
し
か
ら
ぬ
説
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
、『
良
恕
親
王
注
』
の
当
該
歌

注
を
見
る
と
、「
ヒ
ナ
ト
ハ
夷ヒナ

。
田

ノ

。
ア
マ
ザ
カ
ル
ヒ
ナ
ト

モ
読
リ
。
ア
マ
ザ
カ
ル
ト
ハ
万
葉
集
ニ
天
離
ト
書
也
。
ナ
ワ
タ
キ
ト
ハ
縄

ヲ
タ
ク
ル
義
也
。
然
間
タ
ク
ト
書
古
本
ア
リ
ト
云
リ
。
不
用
。
タ
キ
・
タ

ク
同
五
音
也
」
と
な
っ
て
お
り
、「
日
無
」
説
は
影
も
無
い
の
で
、
こ
れ

は
冷
泉
家
説
と
い
う
わ
け
で
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

ひ
な
」
を
「
日
無
」
と
す
る
古
今
注
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
な
の

で
あ
る
が
、
こ
の
説
は
古
今
注
以
外
の
場
所
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
清

原
宣
賢
（
一
四
七
五
〜
一
五
五
〇
）『
日
本
書

12
）

紀
抄
』
が
そ
れ
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
抄
』
下
「
阿
磨
佐
箇
屡
避
奈
菟
謎

…
」
歌
謡
注
を
み
る

と
、

天
ノ
君
ノ
マ
シ
マ
ス
処
ハ
天
也
。
マ
シ
マ
サ
ヌ
処
ハ
ヒ
ナ
也
。
天
ニ

遠トホサカリニ
夷
中
ニ
ツ
イ
テ
ヰ
ル
ト
云
義
也
。
辺
土
ヲ
ヒ
ナ
ト
云
ハ
、

日
無
ヒ
ナ
キ

。
天
子
ノ
御
徳
ハ
日
ノ
如
シ
。
辺
土
ハ
天
子
へ
遠
テ
日
ノ
光

ノ

ハ
サ
ル
カ
如
シ
。

ヒ
ナ
ト

13
）

云

。

と
あ
る
。
傍
線
部
で
述
べ
ら
れ
る
説
は
、
詳
述
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
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が
、「
ひ
な＝

日
無
」
説
を
採
り
、
本
古
今
注
と
同
説
で

14
）

あ
る
。
こ
れ
は

歌
学
書
類
で
は
見
出
し
難
い
説
で
あ

15
）

る
が
、
神
道
流
の
学
書
を
見
る
と
、

吉
田
兼
倶
（
一
四
三
五
〜
一
五
一
一
、
宣
賢
の
実
父
）『
日
本
書
紀
抄
』

第
二
に
は
「
避ヒ
奈ナ
ハ
夷
也
。
天
ニ
ト
ヲ
ザ
カ
ツ
テ
、
日
モ
ナ
イ
、
夷
中
ノ

ヤ
ウ
ナ
ゾ
。
…

中
略
）…
阿ア
磨マ
佐ザ
箇カ
屡ル
ト
ハ
、
天
ニ
ト
ヲ
ザ
カ
ル
ゾ
。
天

照
太
神
ノ
マ
シ
マ
サ
ヌ
処
ヲ
バ
、
避ヒ
奈ナ
ト
云
テ
、
夷
中
也
。
天
子
ノ
御
座

ア
ル
処
ハ
都
也
。
避ヒ
奈ナ
ハ
、
日
ノ
光
ナ
イ
処
ノ
義
也
。
…

中
略
）…
避ヒ
奈ナ

ハ
無
日
之
出
葉
テ
ニ
ハ

也
」
と

16
）

あ
り
、
ま
た
兼
倶
『
神
書

17
）

聞
塵
』
に
も
「
天
照
神

ノ
マ
シ
マ
サ
ヌ
処
ヲ
バ
、
ヒ
ナ
ト
云
ハ
ウ
ゾ
。
一
天
ノ
君
ノ
マ
シ
マ
ス
処

ハ
天
ゾ
。
マ
シ
マ
サ
ヌ
処
ヲ
バ
、
ヒ
ナ
ト
云
ゾ
。
日
ノ
ナ
イ
ヤ
ウ
ナ
ド
云

心
ゾ
」
と
見
え
る
。
宣
賢
『
日
本
書
紀
抄
』
ほ
ど
の
一
致
度
は
高
く
な
い

も
の
の
、
本
古
今
注
の
「
ひ
な
」
説
と
類
似
の
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の

が
注
目
さ
れ
る
。
本
古
今
注
の
注
釈
者
が
宣
賢
『
日
本
書
紀
抄
』
を
参
照

し
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
古
今
注
の
採
る
「
ひ
な＝

日
無
」
説

と
い
う
の
は
、
古
今
学
・
歌
学
で
は
無
く
、
恐
ら
く
は
神
道
流
の
学
問
に

お
い
て
生
成
し
た
説
で
あ
ろ
う
。
本
古
今
注
は
、
古
今
注
以
外
の
古
典
注

釈
の
説
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
も
注
目
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
様
々
な
観
点
か
ら
本
古
今
注
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
ま
だ
そ

の
性
格
が
充
分
に
判
明
し
た
訳
で
は
無
い
。
本
古
今
注
の
核
と
な
っ
て
い

る
の
が
為
和
説
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
も
明
確
な
徴
証
が
あ
る

訳
で
無
く
、
検
討
の
余
地
を
残
す
も
の
と
思
わ

18
）

れ
る
。
今
後
他
の
資
料
と

の
比
較
を
通
じ
て
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
吟
味
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

末
筆
で
は
あ
る
が
、
貴
重
な
資
料
の
翻
刻
掲
載
の
許
可
を
下
さ
っ
た
三

康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

注１
）

川
平
ひ
と
し
氏
「
清
浄
光
寺
蔵
冷
泉
為
和
著
『
題
会
之
庭
訓

和
歌
会
次

第
』
に
つ
い
て
」（『
中
世
和
歌
テ
キ
ス
ト
論
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
）
付

属
Ｃ
Ｄ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
所
収
）。

２
）

室
町
期
冷
泉
流
古
今
学
に
関
す
る
一
資
料
｜
三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康

図
書
館
蔵
『
為
和
秘
抄
』
所
収
の
古
今
注
を
め
ぐ
っ
て
」（『
藝
文
研
究
』
1
、

二
〇
一
四
）。

３
）

川
平
ひ
と
し
氏
注

１
）所
掲
論
文
。
同
論
考
に
お
い
て
、
三
康
本
に
つ
い
て

は
次
の
如
く
言
及
さ
れ
る
。

三
康
本
は
、
本
文
・
奥
書
を
含
め
て
遊
行
寺
本
と
一
致
し
て
い
る
。

た
だ
し
、「
改
編
本
」
末
尾
の
署
名
だ
け
は
「
右
衛
門
督
為
和
（
花

押
）」
と
あ
っ
て
遊
行
寺
本
と
異
な
る
。
為
和
は
永
正
十
二
年
（
一
五

一
五
）
七
月
二
十
六
日
、
右
衛
門
督
に
任
ぜ
ら
れ
て
以
降
、
天
文
十
年

（
一
五
四
一
）
三
月
一
日
、
民
部
卿
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
同
官
に
あ
っ

た
か
ら
（
公
卿
補
任
）
当
然
右
の
期
間
に
、
当
の
書
名
を
自
記
し
え
た

は
ず
で
あ
る
。
こ
の
書
名
を
信
ず
れ
ば
、
為
和
は
遊
行
寺
本
と
は
別

に
、
そ
れ
と
全
く
同
内
容
の
、
し
か
も
宛
先
を
同
じ
く
す
る
一
本
を
署

名
部
分
の
み
違
え
て
写
し
置
く
折
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
署
名
に
後
人
の
作
意
が
働
い
て
い
た
と
な
れ
ば
、

右
の
よ
う
な
場
合
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
。
三
康
本
は
江
戸
中
期
写

本
。
本
来
存
し
た
と
見
ら
れ
る
注
記
を
欠
く
な
ど
、
僅
か
に
本
文
は
劣

る
も
の
の
、
遊
行
寺
本
と
同
系
に
立
ち
、
且
つ
右
の
よ
う
な
経
緯
の
あ

っ
た
可
能
性
を
留
保
し
て
お
く
べ
き
こ
と
を
促
す
一
本
と
し
て
注
意
さ

れ
る
。

４
）

清
濁
の
別
で
語
義
が
確
定
す
る
場
合
は
、
当
然
清
濁
に
関
す
る
注
記
は
重
要

な
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
、
清
濁
の
別
が
解
釈
に
あ
ま
り
関
わ
ら
な
い
よ
う
な

語
に
お
い
て
清
濁
が
問
題
と
な
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
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遠
藤
邦
基
氏
『
読
み
癖
注
記
の
国
語
史
研
究
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
）

は
、「
清
か
濁
か
の
読
み
癖
を
知
識
と
し
て
持
っ
て
い
る
か
否
か
を
判
別
す
る

一
種
の
「
踏
み
絵
」
的
存
在
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
知
識
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
と
し
て
権
威
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
」（
二
三
頁
）

と
述
べ
、「
流
派
・
家
説
の
区
別
を
明
確
に
す
る
手
段
と
し
て
重
視
さ
れ
」（
四

五
頁
）
た
と
論
じ
る
。

５
）

尊
経
閣
文
庫
蔵
の
尭
恵
自
筆
本
（
3
・
15
）
に
拠
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館

所
蔵
の
紙
焼
写
真
版
Ｃ
１
１
９
３
３
を
利
用
。

６
）
『
古
今
集
清
濁
』（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
第
三
期
17
、
福

武
書
店
、
一
九
八
四
）
に
拠
る
。

７
）

川
平
ひ
と
し
氏
「
冷
泉
為
和
相
伝
の
切
紙
な
ら
び
に
古
今
和
歌
集
藤
沢
相
伝

に
つ
い
て
」（
前
掲
書
付
属
Ｃ
Ｄ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
所
収
）。

８
）

東
山
御
文
庫
蔵
本
『
案
秘
』（
川
平
分
類
で
は
一
類
本
）
に
拠
る
。『
ア
ク
セ

ン
ト
史
資
料
索
引
』
20
所
収
の
坂
本
清
恵
氏
の
翻
刻
を
利
用
。

９
）
『
曼
殊
院
蔵
古
今
伝
授
資
料
』
第
四
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
）
に
拠
る
。

10
）

広
島
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
蔵
本
（
大
国
／
8
）
に
拠
る
。
慶
應

義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
紙
焼
写
真
Ｇ
一
六
〇
七
｜
二
を
利
用
。
こ

の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
日
高
愛
子
氏
「
広
島
大
学
蔵
伝
冷
泉
為
和
筆
『
古
今
聞

書
』
に
つ
い
て
」（『
古
代
中
世
国
文
学
』
25
、
二
〇
一
〇
）
に
詳
し
い
。

11
）

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
〔
室
町
末
期
〕
写
本
（
2
・
2
・
１
）
に
拠
る
。

12
）
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
』
所
収
の
所
謂
後
抄
本
手
控
に
拠
る
。
先
抄
本
手

控
も
傍
線
部
に
関
し
て
は
同
文
。

13
）

こ
の
『
日
本
書
紀
抄
』
の
注
説
は
、
吉
田
兼
右
『
日
本
書
紀
歌
註
』（
東
北

大
学
狩
野
文
庫
・
第
四
門
一
〇
四
六
三
）
に
も
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い

る
。

14
）

本
古
今
注
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
「
日
無
」
説
が
冷
泉
家
正
説
で
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
説
が
、
為
和
の
伝
授
し
た
説
で
あ
る
可
能
性
は
皆

無
で
は
無
い
。
と
い
う
の
は
、
為
和
と
宣
賢
と
の
間
に
は
学
問
的
接
点
が
存
す

る
。
天
理
図
書
館
蔵
吉
田
文
庫
蔵
『
八
雲
神
詠
四
妙
大
事
』（
81
・
2
）
奥
書

に
よ
る
と
、
清
原
宣
賢
は
、
大
永
六
（
一
五
二
六
）
年
、
八
雲
神
詠
秘
訣
の
切

紙
を
、
冷
泉
為
和
に
授
与
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
京
大
本
『
新
古
今
注
』（
４

｜
23
・
シ
１
｜
清
家
文
庫
）
は
上
冷
泉
家
の
本
を
宣
賢
が
書
写
し
た
も
の
で
あ

る
。
両
者
の
間
に
学
的
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、『
良
恕
親
王

注
』
が
宣
賢
『
日
本
書
紀
抄
』
先
抄
本
手
控
を
利
用
し
て
お
り
（
野
上
潤
一
氏

の
御
教
示
に
拠
る
）、
冷
泉
家
歌
学
と
宣
賢
『
日
本
書
紀
抄
』
と
の
関
係
は
注

目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
上
を
勘
案
す
れ
ば
、
為
和
が
宣
賢
か
ら
「
日

無
」
説
を
聞
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
冷
泉
家
の
古
今
学
の
展
開
に

利
用
し
た
可
能
性
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
仮
に
そ
う
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、『
良
恕
親
王
注
』
は
「
日
無
」
説
を
全
く
無
視
し
て
い
る

の
で
、
冷
泉
家
説
と
し
て
定
着
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
猶
、
天
理
図
書

館
蔵
吉
田
文
庫
蔵
『
八
雲
神
詠
四
妙
大
事
』
奥
書
に
つ
い
て
は
海
野
圭
介
氏

「
吉
田
神
道
と
古
今
伝
受
｜『
八
雲
神
詠
伝
』
の
相
伝
を
中
心
に
｜
」（
伊
藤
聡

氏
編
『
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
）
に
詳
し
い
。

15
）

清
原
宣
賢
に
は
『
詞
源
略
注
』
と
い
う
歌
語
注
釈
書
が
あ
る
。
そ
こ
で
は

「
ひ
な
の
わ
か
れ
」「
ひ
な
の
都
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
注
が
存
す
る
が
、「
日

無
」
説
に
は
言
及
が
無
い
。『
詞
源
略
注
』
の
「
ひ
な
の
わ
か
れ
」「
ひ
な
の

都
」
注
は
次
の
通
り
。

ヒ
ナ
ノ
ワ
カ
レ

河
云
、
井
中
ノ
別
也
。
或
物
云
、
南
海
ニ
一
ノ
鳥
ア

リ
。
雛
ヲ
ソ
タ
テ
ヽ
成
長
ノ
時
オ
キ
ヘ
ツ
レ
テ
ハ
ナ
ツ
也
。
其
後
互
ニ

行
来
ヲ
不
知
。
其
義
ヲ
ヒ
ナ
ノ
別
ト
云
也
。
案
之
、
漢
朝
之
故
事

。

孔
子
在
衛
国
聞
植
山
之
鳥
。
生
四
子
羽
翼
既
成
、
将
分
離
、
悲
鳴
以
相

送
ト
イ
ヘ
リ
。
是
ヲ
四
鳥
ノ
別
ト
号
ス
。
詩
ニ
モ
別
離
ニ
作
来
レ
リ
。

此
事

。

ヒ
ナ
ノ
都

袖
十
三
云
、
ア
マ
サ
カ
ル
ヒ
ナ
ノ
都
ニ
ア
メ
ヒ
ト
シ
カ
ク

コ
ヒ
ス
ラ
ハ
イ
ケ
ル
シ
ル
シ
ア
リ
。
顕
昭
云
、
ヒ
ナ
ハ
ヰ
ナ
カ
也
。
ミ

ヤ
コ
ハ
京
也
。
ア
メ
ヒ
ト
シ
ハ
天
斉ヒトシ
也
。
然
者
ヒ
ナ
ノ
ソ
ラ
ト
都
ノ

ソ
ラ
ト
同
ト
ヨ
メ
ル

。
コ
レ
ハ
家
持
カ
越
中
ノ
国
ニ
テ
作
也
。
ヒ
ナ

ト
都
ト
ハ
一
ツ
ソ
ラ
ニ
ア
ル
ニ
、
我
ヒ
ナ
ニ
ヰ
ナ
カ
ラ
都
ヲ
コ
フ
ル
モ

イ
キ
テ
ア
ル
カ
モ
也
。（
古
典
文
庫
本
）

16
）
『
吉
田
叢
書
』
に
拠
る
。

17
）
『
神
道
大
系
』
に
拠
る
。

18
）
『
題
会
之
庭
訓
』
や
為
和
改
編
本
『
和
歌
会
次
第
』
等
歌
学
書
の
編
纂
を
行
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い
、
ま
た
地
方
に
お
い
て
古
今
伝
授
を
行
っ
た
為
和
の
事
績
を
考
慮
す
れ
ば
、

地
方
で
伝
授
し
た
為
和
注
説
が
本
古
今
注
の
核
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
の

は
、
い
か
に
も
自
然
な
考
え
で
は
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
断
定
は
不
可
能
で
あ

る
。

※
本
文
の
引
用
に
際
し
て
、
一
部
私
に
表
記
を
改
め
た
。

【
凡
例
】

１
、
三
康
図
書
館
蔵
『
為
和
秘
抄
』（
函
架
番
号
５
／
１
２
３
３
）
の
二

十
丁
オ
か
ら
三
十
四
丁
ウ
ま
で
翻
刻
し
た
。
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
底
本

の
体
裁
を
保
存
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

２
、
丁
移
り
、
面
移
り
は
」
で
示
し
た
。

３
、
底
本
に
は
文
字
の
右
肩
若
し
く
は
左
肩
に
付
さ
れ
る
文
字
の
清
濁
を

示
す
圏
点
（
濁
点
「
。。」）（
不
濁
点
「
。」）
に
つ
い
て
は
、（
濁
）（
清
）

を
文
字
の
左
右
に
付
す
る
こ
と
で
示
し
た
。
ミ
セ
ケ
チ
は
取
り
消
し
線

「
｜
」
で
示
し
た
。

４
、
漢
字
は
「
哥
」
等
の
一
部
を
除
き
、
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
改

め
た
。
ま
た
カ
タ
カ
ナ
に
つ
い
て
は
、「
子
」
は
「
ネ
」、「

」
は

「
コ
ト
」、「

」
は
「
シ
テ
」、「

」
は
「
ト
モ
」
に
改
め
た
。

５
、
歌
注
部
分
の
被
注
歌
（
詞
書
・
作
者
）
の
新
編
国
歌
大
観
番
号
を
下

段
に
示
し
た
。
複
数
の
歌
に
登
場
す
る
語
句
に
つ
い
て
は
、
配
列
上
最

も
適
当
と
思
わ
れ
る
歌
番
号
を
付
し
た
。

【
翻
刻
】序

之
分

一

チ
リ
ヒ
チ

イ
チ
ト
読
二
条
家
ニ
ハ
ヒ
チ
ト
読
テ

塵
ト
泥
ノ
事
也

一

王
仁

ニ
ン
ト
読

二
条
家
ニ
ハ
王
ニ
ト
読

一

ア
サ
カ
山

嘉
禄
本
ニ
ハ
哥
ア
リ

一

ウ
ネ
メ

ベス
ム

ト
読

一

カ
ツ
ラ
キ
ノ
オ
ホ
キ
ミ
ハ
諸
兄
公
也

ツ
カ
サ
コ
ト
ヲ
ロ

ソ
カ
ナ
リ
ト
テ
ス
サ
マ
シ
ガス

ム
リ
ケ
レ
ハ

一

カ
ラ
ノ
ウ
タ

毛
詩
也

一

恋
シ
キ
コ濁

）ト
ニ

」
20
オ

一

山
桜
ア
ク
マ
テ

ノ
哥
ハ
平
兼
盛
カ
哥
也
公
任
ノ

時
代
也

一

神
ニ
ツ
ク濁

）ル

一

色
コ濁

）ノ
ミ

一

花
ヲ
ソ
フ
ト
テ

サ
ソ
フ
心
也

一

煙
タ
ヽ
ス

立
ノ
字
也
祝
言
ノ
心
也
二
条
家
ニ
ハ

不
断
ノ
心
也

一

ナ
カ
ラ
ノ
橋
モ
ツ
ク
ル
也

作
也
二
｜
ハ
尽
ノ
字
也

一

ナ
ラ
ノ
御
時
ヨ
リ

聖
武
也
二
｜
ハ
文
武
也
是
ハ

延
喜
マ
テ
ハ
二
百
九
年
也
顕
昭
ハ
平
城
ト
注
ス

」
20
ウ

是
ハ
延
喜
マ
テ
ハ
九
十
三
年
也

一

ア
マ
キ濁

）ル

一

お
う
な

は
ね
て
読
ヘ
シ
末
〳
〵
モ
同
シ

―88―



一

濁
）文フン

屋
ノ
ヤ
ス
ヒ
テ

一

御ミ
国コ
忌キ

霞
ノ
谷
非
名
所
ニ
也

一

ソ
ト
ホ
リ
ヒ
メ
ノ
流
也

リ
ウ
ト
読
也
二
｜
ニ
ハ

タ
ク
ヒ
ト
読
細
注
貫
之
カ
ト
モ
又
公
任
ノ
ト
モ
申
也

一

色
ミ
へ
テ濁

）ウ
ツ
ロ
フ
モ
ノ
ハ

テ
ノ
字
濁
ル
也

一

イ
ニ
シ
ヘ
ノ
コ
ト
ヲ
モ
ワ
ス
レ
シ濁

）

シ
ノ
字
濁
ル
也

一

カ
ヒ
ノ
サ
ウ
ク
ハ
ン

サ
ク
ハ
ン
ト
読

オ
フ
シ
カ
フ
チ

」
21
オ

オ
ツ
シ
ト
読
ヘ
シ

一

エ
ラ
ハ
セ
タ
マ
ヒ

エ
ラ
マ
レ
ト
ヨ
ム
末
モ
同
シ
キ
也

一

マ
ク
ラ
コ
ト
ハ濁

）ヽ

ハ
ノ
字
濁
ル
ヘ
シ

一

タ
ナ
ヒ
ク
雲
ノ
タ
チ
ヰ

句
ヲ
キ
リ
テ
ナ
ク
鹿
ト

ヨ
ム
ヘ
シ

一

ア
モ
ナ
ル
ヤ
ヲ
ト
タ
ナ
ハ
タ
ノ
ウ
ナ
カ
セ
ル

シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
ノ
哥
也
末
多
シ
略
之

哥
分
右
ノ
清
濁
用
之

第
一

一

春
霞

上
ノ
五
文
字
ニ
テ
ハ
清

腰
ニ
テ
ハ
濁
ル
義
モ
有

」
21
ウ

３

一

タ
濁
）
ツ
キ濁

）モ
シ
ラ
ヌ

皆
ス
ム
モ
ア
リ
ソ
レ
ハ
木
ノ
心
有
也

29

一

ク
ラ
フ
山

タ
ヘ

濁
）
テ
桜
ノ

39
53

一

オ
ナ
シ
昔
ニ
サ
ク
ラ
メ
ト

此
ハ
サ
フ
ラ
ヘ
ト
ヽ
云
心
也

57

春
下
第
二

一

ソ
ウ

濁
）
ク清

）法
師

暮
ナ
ハ
ナ
ゲ
ノ
此
ハ
無
ノ
字
也

75
95

一

ア
ツ
ラ
ヘ
ツ
ク濁

）ル

今
モ
カ
モ
ハ
カ
ク
ソ
ト
云
心
也

99
1

一

旅
寝
シ
テ
シ

濁
）
カ清

）

ス
ン
テ
モ
願
フ
心
也

1

一

花
ツ濁

）ミ
ヨ
リ
帰
リ
ケ
ル
女
ト
モ
ヲ
見
テ
折
コ
ト
ヲ
云

1

又
落
花
ナ
ン
ト
ヲ
モ
ヒ
ロ
フ
ヲ
云
也

」
22
オ

夏
部
第
三

一

山
時
鳥
折
ハ
ヘ
テ

折
ニ
ア
フ
心
也

1

一

ヨ
タ
ヽ
ナ
ク
ト
ハ

終
夜
ヲ
也

1

雲
ノ
イ
ツ
ラ
ニ
月
ヤ
ト
ル
ラ
ン
用
之

1

秋
部
第
四

一

ウ
ラ
メ
ツ
ラ
シ
キ

ウ
ラ
別
ニ
心
ナ
シ

1

一

早
苗
ト
リ
シ
カ清

）

コ
ソ
ト
イ
ヘ
ハ
必
ス
澄
也

1

一

ア
サ
セ
シ
ラ
浪

知
ヌ
心
ハ
ナ
シ

1

一

キ
リ
〳
〵
ス

清
輔
説
ハ
上
ヨ
リ
イ
フ
当
流
ニ
ハ

1

下
ヨ
リ
啼
ツ
ル
ナ
ヘ
ニ
日
ハ
ク
レ
ヌ
ト
ナ
ヘ
ニ
ハ
カ
ラ
ニ
也

」
22
ウ

2

暮
ヌ
ト
ノ
ト
ノ
字
当
流
ニ
ハ
第
四
ノ
頭
ニ
ト
ヲ
付

六顕
輔

条
家
ニ
ハ
第
三
ノ
下
ニ
付
ル
也

一

イ
ナ
オ
ホ
セ
鳥

雀
烏
水
鶏

馬
ナ
ト

2

説
多
当
流
ニ
ハ
庭
タ
ヽ
キ
用
之

一

秋
萩
ニ
ウ
ラ
ヒ濁

）レ
ヲ
レ
ハ
足
引
ノ
山
下
ト
ヨ
ミ
鹿
ノ

2

鳴
ラ
ン

ウ
ラ
ヒ
レ
重
煩
ト
書
也
フ清

）レ
ト
モ
ト
ヨ
ミ
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動
ト
書
又
響
ト
モ

一

露
濁
）
シ清

）モ

ス
ム
ヲ
用
濁
ル
他
説
也
只
露
ト
霜
也

2

又
露
斗
ニ
テ
モ
ア
リ
異
説
露

ト
云
義
ア
リ

一

ヲ
ミ
ナ
ヘ濁

）シ

然
レ
ト
モ
メ
ト
モ
ヨ
ム

」
23
オ

2

一
右
書朱

雀
院

ト
ハ
寛
平
法
皇
ニ
テ
マ
シ
マ
ス
也

2

一
作
者兼

覧
王

惟
高
ノ
御
子
男

2

一

藤
ハ
カ
マ
ソ濁

）モ

野
ラ
ナ
ル

ラ
ハ
付
字
也
又

2
2

野
ツ濁

）カ
サ
ト
云
コ
ト
ア
リ
野
ノ
キ
ハ
也

秋
部
下
第
五

一

草
モ
木
モ
色
カ
ハ
レ
ト
モ
ワ
タ
ツ
ウ
ミ
ノ
此
ハ
必
ウ
ヲ
入

2

一

チ
ハ
ヤ
フ
ル
神
ナ
ヒ濁

）山

秋
露
色
〳
〵

清
）
コ濁

）ト
ニ

2

一

雨
フ
レ
ト
露
モ
ヽ
ラ
シ
ヲ
笠
ト濁

）リ
ノ
山
ハ

2

一

秋
ハ
フ
カ
ク
モ
成
ニ
ケ濁

）ル
哉

2

一

サ
キ
ソ
メ
シ
宿
シ
カ
ハ
レ
ハ
キ
ク
ノ
花

移
徒
ノ
哥
也

」
23
ウ

2

一

立
田
川
モ
ミ
チ

清
）
ハ濁

）ナ
カ
ル

2

一

秋
ハ
キ
ヌ
紅
葉
ハ

秋
ノ
キ
ヌ
也

2

一

侘
人
ノ
分
テ

仁
明
崩
御
ノ
時
也

2

一

チ
ハ
ヤ
フ
ル
神
世
モ

時
雨
ニ
ハ
立
田
ノ
川
モ
紅
葉
ケ
リ

2

カ
ラ
紅
に
水
ソ
ク
ヽ
レ
ル
友
行
行
平
ノ
子
也

紅
葉
ヲ
折
ン
ト
モ

見
ン
ト
云
心
也

一

白
浪
ニ
秋
ノ
木
ノ
ハ
ノ
ウ
カ
ヘ
ル

メ
ル
ト
読
也

3

大
嘗
会
ノ
時
ノ
御
服
荒
妙
ハ
藤
衣
和
妙
ハ

3

キ
ヌ
也

一

夕
月
夜
ヲ
ク
ラ
ノ
山

只
ク
ラ
キ
ト
イ
ハ
ン
為
也

」
24
オ

3

冬
部
第
六

一

薄
ヲ
シ
ナ
ミ

ヲ
シ
フ
セ
テ
也

3

一

故
郷
ハ
ヨ
シ
野
の
山
シ
近
ケ
レ
ハ

ナ
ラ
ノ
旧
都
ヲ
云
コ
ト
有

3

一

ア
ラ
玉
ノ
ト
シ
ノ
オ
ハ
リ
ニ

改
ノ
春
は
ワ
ロ
シ
年

3

又
月
ト
ハ
ア
リ

一

行
年
ノ
惜
ク
モ
有
哉
十
寸
鏡

マ
ス
ヲ
ノ
薄
此
心
也

3

賀
部
第
七

一

道
マ
カ
フ
カ濁

）ニ

月
日
ハ
オ
モ
ホ
ヘ

濁
）
テ清

）

3
3

一

心
ノ
ユ
キ
テ
オ
ラ
ヌ

ノ
哥
心
ノ
マ
ヽ
也

3

離
別
部
第
八

」
24
ウ

一

限
リ
ナ
キ
雲
井
ノ
ヨ
ソ
ニ
ワ
カ
ル
ト
モ
人
ヲ
心
ニ

人
〳
〵

3

ト
云
心
也
此
ハ
遍
昭

五
条
后
へ
ノ
返
シ
也

一
右
書サ

タ
ト
キ
ノ
ミ
コ
ノ
家
ニ
テ
藤
ハ
ラ
ノ
キ
ヨ
フ
カ

3

キ
ヨ
ウ
ト
読
ハ
ワ
ロ
シ
清
生
也

一
作
者イ

カ
コ濁

）ノ
ア
ツ
ユ
キ

イ
カ
コ
ハ
姓
也

3

一

心
ヲ
ヌ
サ
ト
ク
タ
ク
旅
哉

キ
ル
心
也
紫
ヲ
砕
ク
ト
モ

3

一
右
書山

ニ
ノ
ホ
リ
テ

ト
ハ
比
叡
山
也

3

一

カ
キ
リ
ナ
ク
思
フ
涙
ニ
ソ
ホ濁

）チ
ヌ
ル

ヲ
チ濁

）ト
云
モ
ヨ
シ

4
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一
右
書車

ニ
物
ヲ
イ
ヒ
ツ
キ清

）テ

」
25
オ

4

旅
部
第
九

一

ヤ
ソ
シ濁

）マ
カ
ケ
テ

出
羽
ノ
ニ
テ
ハ
ナ
シ
オ
キ
ノ
国
ノ
也

4

一

カ
ラ
衣
キ
ツ
ヽ
ナ
レ
ニ
シ
妻
シ
ア
レ
ハ

ツ
マ
ハ
タ
ヨ
リ
也

4

一

シ
モ

清
）
ツ濁

）フ
サ

4

一

ヒ
ト
ヽ
セ
ニ
一
度
キ
マ
ス
君
マ
テ
ハ濁

）

此
ハ
七
夕
ヲ
待
也

4

又
清
）
ハ
此
ハ
待
テ
ハ
也
マ

濁
）
テ
ハ
此
ハ
異
説
也

一

タ
ム
ケ
ニ
ハ
ツ
ヽ
リ
ノ
袖

桑
門
ノ
衣
也
又
ウ
ツ
ク
シ

4

キ
衣
也
用
之
キ
ル
ヘ
キ
ハ
切
ノ
字
也

物
名
部
第
十

一

ウ
ク
ヒ
ス

ヒ
ヲ
イ
ト
ヨ
ム
也

」
25
ウ

4

一

鳴
ナ
ル
声
ノ
人
ヲ
ト
ヨ
ム
ル

ト
カ
ム
ル
心
也

4

一

ア
ナ
ウ
メ
ニ

ウ
キ
ト
云
コ
ト
也

4

一

カ
ツ濁

）ケ
ト
モ
浪
ノ
ナ
カ
ニ
ハ
サ
ク濁

）ラ
レ
テ濁

）

4

一

ヲ
カ清

）タ
マ
ノ
木

二
条
家
ニ
ハ

濁
）
カ
朽
木
ノ
説
モ
有

4

年
木
ト
モ
又
柳
ト
モ
皆
異
説
也
ヲ
タ
マ
木
用
之

ア
ハ
ヲ
カ
タ
マ
ト
ハ
ヲ
ハ
助
字
也
カ
ハ
ヤ
也

一

ヤ
マ
カ清

）キ

ア
フ
ヒ
カ清

）ツ
ラ

葵
桂
二
ツ
也

4
4

一

ク
タ
ニ

ト
ク
タ濁

）ミ
用
之
又
岩
藤
ト
モ
又
川
ニ
松
ニ

4

似
タ
ル
草
ト
モ
牡
丹
ト
モ

一

サ
フ
ヒ清

）

シ
ヤ
ウ
ヒ濁

）也

薔
薇
ト
書

」
26
オ

4

一

リ
ウ
タ
ン
ノ
花

龍
胆
ト
書

4

一

ケ
ニ
コ
シ

牽
牛
子
也

4

一

メ
ト濁

）ニ
ケ
ツ
リ
ハ
ナ
サ
セ
リ
ケ
ル

飛
鳥
｜
ハ
黄

也

4

子
ノ
類
也
用
之
軒
桜
ツ
ク
リ
花
也

一

ヤ
マ
シ

イ
チ
シ
也
イ
チ
コ
ノ
コ
ト
シ
ノ
葉
用
之

4

一

カ
ラ
萩

木
萩
也

4

一

カ
ハ
ナ
草

カ
ウ
ホ
ネ
也

4

一

サ
カ濁

）リ
コ濁

）ケ

サ
ル
ヲ
カ
セ
也
又
手
向
草
ト
モ
蘿
也

4

一

カ
ハ
タ
ケ

筆
ノ
軸
ニ
ナ
ス
竹
ノ
類
也
又
川
辺
ニ

4

ア
ル
竹
ト
モ

」
26
ウ

一

タ
レ
カ
ワ
ラ
ヒ濁

）ト

イ
サ
ヽ濁

）メ
ニ

4
4

一

イ
カ
ヽ
サ
キ

河
内
ニ
有
カ
ラ
サ
キ

同
所

4
4

一

ア
濁
）
ホ
ノ
ツ
ネ
ミ

ア
ヲ
ト
ヨ
ム

4

一

カ
濁
）
ツ清

）ラ
ノ
ミ
ヤ

ヲ
キ

清
）
ヒ濁

）

4
4

恋
部
一
第
十
一

一

吉
野
河
い
は
浪
た
か
く
行
水
も
は
や
く
そ
人
を
思
ひ

4

そ
め
て
し

ト
ク
ヨ
リ
也

一

白
浪
ノ
跡
ナ
キ
方
ニ
行
舟
モ
風
そ
タ
ヨ
リ
ノ
シ
ル
ヘ

4

ナ
リ
ケ
ル

此
ハ
モ
ノ
字
ニ
テ
恋
也

」
27
オ

一
右
書右

近
ノ
馬
場
ノ
ヒ
ヲ
リ
ノ
日

五
月
五
日

4
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左
近
ノ
荒
手
結
四
日
右
近
ノ
ア
ラ
テ
結
五
日

左
近
ノ
真
手
結
六
日
右
近
ノ
マ
テ
結
ト
云
コ
ト

有
ヒ
ヲ
リ
ノ
コ
ト
天
照
太
神
影
向
ト
モ
又
天
子

賀
茂
ノ
祭
ノ
日
階
ヲ
三
下
リ
サ
セ
下
リ

給
フ
此
ヲ
日
ヲ
リ
ト
モ
申
ス
又
内
侍
所
行
幸
ノ

故
ト
モ
皆
異
説
也
当
流
ニ
ハ
随
身
カ
チ
ノ
シ

リ
ノ
ナ
カ
キ
ヲ
引
ヲ
ル
此
ヲ
ヒ
ヲ
リ
ト
申
ス
也

山
下
水
ノ
木
カ
ク
レ
テ
タ

濁
）
キ清

）ツ
心
ヲ

4

一

ヨ
シ
ノ
川
岩

濁
）
キ清

）リ
ト
ヲ
シ

」
27
ウ

4

一

イ
テ
我
ヲ
ー

ユ
タ濁

）ノ
タ
ユ
タ濁

）

ユ
ラ
ル
ヽ
也
用
之

5

又
ユ
ヲ
カ
ユ
ル
ニ
手
タ
ユ
キ
ト
云
説
ア
リ

一

タ
ネ
シ
ア
レ
ハ
岩
ニ
モ
松
ハ
生
ニ
ケ
リ
恋
ヲ
シ
恋
ハ濁

）

5

ア
ハ
サ
ラ
メ
ヤ
モ

一

心
カ
ヘ
ス
ル
物
ニ
モ
カ清

）

5

一

ヨ
ソ
ニ
シ
テ
恋
フ
レ
ハ
ク
ル
シ
イ
レ
ヒ
モ
ノ

袍カ
チ

ノ
エ
リ
ニ
有

5

一

奥
山
ノ
ス
カ
ノ
ネ
シ
ノ
キ

ヲ
シ
フ
ス
ル
也
ケ
ヌ
ト
カ

5

死
ス
ト
カ
也

恋
二
第
十
二

一
右
書シ

モ
ツ
イ
ツ濁

）モ
テ
ラ

」
28
オ

5

一

打
ヌ
ル
ナ
カ
ニ
行
カ
ヨ
フ

夢
ノ
タ
ヽ
チ濁

）

直
路
也

5

一

水
カ濁

）ク
レ
テ

水
隠
也

5

一

冬
濁
）
河清

）ノ
ウ
ヘ
ハ
氷
レ
ル

5

一

ネ
サ清

）シ
ト
ヽ
メ
ヌ
ウ
キ
草
ノ

5

一

恋
シ
ナ
ハ
タ
カ濁

）ナ
ハ
タ
ヽ
シ

6

恋
三
第
十
三

一

篠
分
シ
ア
サ
ノ
袖

朝
ノ
字
也

6

一

ナ
カ
シ
ト
モ
思
ソ
ハ
テ
ヌ
昔
ヨ
リ
合
人
カ濁

）ラ
ノ

6

一

ヲ
ノ
カ
キ
ヌ
〳
〵
ナ
ル
ソ
侘
シ
キ

ヲ
ノ
〳
〵
心
〳
〵
也

6

一

明
ヌ
ト
モ
カ
ヘ
ル
道
ニ
ハ
コ
キ
タ
レ
テ

ト
ハ
カ
キ
タ
レ
テ
也
」
28
ウ

6

一

ケ
サ
ハ
シ
モ
オ
キ
ケ

ン

カ
タ
モ
知
サ
リ
ツ

霜
ニ
云
カ
ク
ル
也

6

一

人
ヤ
ル
ス
ヘ
ナ
ク
テ

ヤ
ル
ヘ
キ
ヤ
ウ
モ
ナ
キ
心
也

6

一

ヨ
濁
）
人清

）サ
タ
メ
ヨ

6

一

サ
ヨ
更
テ
天
ノ
ト
渡
ル
月
影
ニ

天
ノ
御
門
ウ
ネ
メ
ニ

6

下
サ
ル
君
カ
名
モ
我
名
モ
タ
テ
シ
難
波
ナ
ル
ミ
ツ濁

）

6

ト
モ
イ
ハ
シ

二
条
家
ニ
ハ
ミ
ツ清

）ト
モ

一

花
ス
ヽ
キ
ホ
ニ
出
テ
恋
ハ濁

）

6

一

思
フ
ト
チ
ヒ
ト
リ
〳濁

）〵
カ
恋
シ
ナ
ハ

6

一

夢
チ
ヲ
サ
ヘ
ニ
人
ハ
ト
カ
メ
シ濁

）

6

恋
四
第
十
四

」
29
オ

一

ツ
ノ
ク
ニ
ノ
ナ
ニ
ハ
思
ハ
ス

是
ハ
名
ハ
カ
リ
ニ
ハ
イ
ハ
シ
唯

6

常
ニ
相
見
ン
コ
ト
コ
ソ
詮
ナ
レ
ト
也
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一

ナ
ミ
ニ
思
ハ
ヽ
ワ
カ
恋
メ
ヤ
ハ

ナ
ミ
〳
〵
ニ
思
ハ
ヽ
ト
也

6

一

里
人
ノ
コ
ト
ハ
夏
野
ノ

多
ノ
人
ト
云
心
也

7

一

イ
テ
人
ハ
コ
ト
ノ
ミ
ソ
ヨ
キ

ム
ツ
カ
シ
キ
心
也

7

一

ミ
チ
ノ
ク
ノ
忍
モ
チ
ス
リ

忍
ス
リ
玉
手
峯
真
カ

7

女
ス
リ
初
ル
ト
ナ
ン

一

ナ
ヒ
ク
浅
茅
ノ
色
コ清

）ト
ニ
ナ
ル

7

一

人
ヲ
ミ
ン
ト
ヤ
シ
カ
モ
セ
ヌ
ワ
カ
下
紐

而
ノ
字
也

7

一

春
雨
ノ
フ
ル
ヒ
ト
ナ
レ
ハ
袖
ソ
ヌ
レ
ヌ
ル

旧
人
也

」
29
ウ

7

一

恋
シ
キ

清
）
コ濁

）ト
ニ
物
忘
セ
テ

7

一

駒
ノ
足
オ
レ
マ
ヘ
ノ
タ
ナ
ハ清

）シ

高
欄
ナ
ト
ノ
有
ヲ
云
也

7

一
作
者閑

院

女
房
也
又
男
ヲ
云
所
モ
ア
リ

7

一

カ
タ
ミ
コ
ソ
今
ハ
ア
タ清

）ナ
レ

7

恋
五
第
十
五

一
右
書ホ

イ
ニ
ハ
ア
ラ
テ

本
意
也
又
露
顕
ノ
心
モ
有

7

一

忘
草

ク
ハ
ン
草
用
之

7

一

マ
タ
ル
ヽ
コ
ト
ノ
マ
タ濁

）モ
ヤ
マ
ヌ
カ

7

一

月
夜
ニ
ハ
コ
ヌ
ヒ
ト
マ
タ
ル
カ
キ
ク
モ
リ
雨
モ
フ
ラ
ナ
ン
ワ
ヒ

7

ツ
ヽ
モ
ネ
ム
此
哥
読
ホ
ト
キ
テ
篁
メ
シ
カ
ヘ
サ
ル
ヽ
也

」
30
オ

一

ヒ
サ
シ
ク
モ
成
ニ
ケ濁

）ル
哉
ス
ミ
ノ
エ
ノ

7

一

水
無
瀬
河
ア
リ
テ
ユ
ク
水
ナ
ク
ハ濁

）コ
ソ

7

一

色
見
ヘ
テ濁

）

ウ
ツ
ロ
フ
物
ハ

7

一
作
者ム

ネ
ユ
キ
ノ
ア
ヲ
ン

ア
ヲ
ン
ト
書
テ
モ
ア
ツ
ソ
ン
ト
読
也

8

一

ナ
ト
カ
泪
ノ
イ
ト
ナ
カ
ル
ラ
ン

最
無
ノ
字
也
又
イ
ト
マ

8

ナ
キ
ト
モ
云
也

一

ワ
タ
ツ
ウ
ミ
ノ
我
身
コ
ス
波

泪
也

8

一

秋
風
ノ
フ
キ
ウ
ラ
カ清

）ヘ
ス
ク
ス
ノ
葉
ノ

8

哀
傷
第
十
六

一
作
者カ

ン
ツ濁

）ケ
ノ
ミ
ネ
ヲ

カ
ン
ツ
ケ
ハ
姓
也
峯
雄
名
乗
也

」
30
ウ

8

一
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